
このレポートについて

当レポートは、2020年度まで発行していたアニュアルレポートとCSR報告書を統合
した「統合報告書」として発行しています。

見通しに関する注意事項

当レポートには、会社の計画、戦略、業績等に関する見通しが記載されています。これら
の見通しは、当レポート作成時点で入手可能な情報に基づき当社が判断したものであ
り、さまざまなリスクや不確実性の影響を受けます。当社の実際の活動や業績は、これ
ら見通しと大きく異なる可能性があります。その要因には、経済情勢、事業環境、需要
動向、為替レートの変動などが含まれますが、これらに限定されるものではありません。

免責事項

当レポートは情報提供を目的とするものであり、何らかの勧誘を目的とするものでは
ありません。当レポートに記載されている見通しや目標数値等に全面的に依存して
投資判断を下すことによって生じるいかなる損失に対しても、当社は責任を負いません。
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ビジョンの改定について
トクヤマでは、事業を取り巻く急速な環境変化を踏まえ

て、ステークホルダーの皆さまに提供できる本質的な価値

を見つめ直し、このたび当社の「存在意義」「ありたい姿」

を改定しました。この二要素に「価値観」を加えた新ビジョ

ンのもと、トクヤマは事業活動に起因する環境負荷を

最小化しながら、社会課題の解決に資する製品の供給を

通じて、環境と調和した新しい価値を創造していきます。
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幸せな未来を

顧客と共に創造する

●顧客満足が利益の源泉

●目線はより広くより高く

●前任を超える人材たれ

●誠実、根気、遊び心。そして勇気

ありたい姿

価値観

マーケティングと研究開発から始める

価値創造型企業
●

独自の強みを磨き、活かし、

新領域に挑み続ける企業
● 

社員と家族が健康で

自分の仕事と会社に誇りを持てる企業
●

世界中の地域・社会の人々との

繋がりを大切にする企業
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